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A Polyd_oraciliata(Johnston)のホクテガイ殻-の着生､

穿孔 と底質の粒子組成の関係

は じ め に

昭和43.44年変の調査からP.ciliataのホクテガイ穀-の穿孔と底質の問には密接夜関係があ

D､泥分の多い漁場にその穿孔教が多い ことがわかった｡そこで､ホクテガイ殻-着生､穿孔するため

の泥分の限界を知る目的で本調査を行浸った○

調 査 方 法

o調 査 月 日;昭和 45年9月8日

o調 査 場 所 ;平内町弁慶内地先 (第 1図参照)

o試料の採集 ;ホクテガイ､底質ともスキューバによる潜水採集

ホクテガイは昭和 43年産同年 11月放流月､採集時年令2年 4ケ月

o調 査 項 目;

P.ciliata関係 ･････

初期侵蝕常数 (脱落虫)

穿孔虫激 し成育虫)

以上肉眼観察による｡

底質の粒子組成 ･･･････

標準節によるo
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第 1表 P.ciliataの着生､穿孔数と底質の関係

1 2 3 4

5 6昭45年着 生虫 総 数 15.2± 19.642.1±74.5 561±147 425±151 854±

144 667±155昭45年着生成育虫数 0.8± 1.5 8.8±18.659.1±57.567.1±55.25

8.1±28.896.1±51.9昭44年着生成育虫数 0.5± 0.6 5.4± 9.541.2±27.555.4±

18.948.2±21.550.5±24.5粒 63 IE.

以 下 5.8 6.8 9.2 6.6 6.5 15.5

63 --125 〟 1.4 2.2 5.1 4.2 5.6 9
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調 査 結 果

ホクテガイ左穀に着生､穿孔したP.ciliataは次の3つのグルーブに分類することができた○

イ)昭和45年冬に着生したが､着生初期の侵蝕韓を残してその後脱落したもの

ロ)イ)の虫が成育し孔道をつくb現在生息しているもの

-)昭和 44年に着生し､その後成育し孔道をつ く.り現在生息 しているもの

以上 3つに分類したものをもとに､昭和 45年着生虫総数 (イ+ロ)､ 45年着生成育虫数(ロ)､44年

着生成育虫(Jl)の3群に分け､その各々について底質の粒子組成との関係を第1表に､また3群の平均値

と125P以下の粒子の含有率との関係を第2図に示 した｡調査を行売った地点に分ける底質の一般的

を性状は､第1表に示したように粒径2mm以上の練が 30- 66%の範囲VCあ.り､か充b粗いことを示

している0

第2図よbP.ciliataが穿孔し成育を続けるには 125JL以下の粒子の含有率が約10% 以上必要

でそれ以下に売ると､着生虫､成育虫が急激に減少することが明らかに売った｡ここで44年着生の成

育虫が着生虫総数の約1ioに減少していることは注目される○同一調査点で採集したホクテガイについ

て､着生虫総数と成育虫教には一般に個体差が大きく､その中で着生や成育するための限界付近に位置

しているSt.2ではとくに大きいことがわかる○ (第1表参照)

次にP.ciliataのつくる泥管を構成する粒子組成を明らかにすることは､着生と底質の粒子組成を

考える場合参考に売ると思われるので､平内町弁慶内沖 (本調査のSt .6に近い場所)で採捕したホ

クテガイから採取した泥管の粒子組成を第 2表に示した｡ 第2表よーり､泥管を構成する粒子のうち63

p以下の粒子が特に重要であることがわかる｡虫体が大きく売ると大きい粒子が増えるが､これは泥管

を丈夫にする目的で使われているものと思われる○

考 察

ホクテガイ穀に着生 したP.ciliataにつV,て説明不足の感があるので､着生時の生態をまじえ述べ

ると次のように売る0

11月頃ホクテガイ殻内の泥管壁に産みつけられた卵は eggsac内で発生を続けた後､体節数 3-4

で殻外に遊出し浮遊幼生と売る｡ 1月に売ると体節数 18- 20の成熟幼生と売ってホクテガイに到達

し､周囲か ら泥を集めて凹地に巣を造b変態を終えて着生する｡この時ホクテガイ穀面上に多少の泥が

あることが必要と思われる｡着生初期の稚虫は穀表面に侵蝕港をつくるが､成長に伴い殻の内部に堀_b

進み､やがて穀表面に2つの出入口をもつU字形の孔道をつくる｡孔道の内壁は泥でかかわれ管状を委

し､その泥管は 2つの出入口から穀外にのびる｡餌の摂取は周囲の懸濁物を取.り込み適当充大きさのも

のを選択して行なうo 摂餌行動と泥管のでき方､その粒子組成の間には密接充関係があると考えられる｡

昭和45年着生の生育虫が着生総数の約 iiToに減少しているこ とは､着生後傾- 生育するためには

着生時の環境条件の他に､底質の粒子組成､周囲の餌の量､穀面上の適正成育密匿等の条件が加わる為

と思われる｡
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A ホクテ ガイ幼月に現われた p.ciliataの穿孔 に よる被

害について

は じ め に

陸奥湾では昭和44年産ホクテガイの天然採苗の成績が悪かった為､北海道噴火湾産の稚月を買入れ

湾内各地先に放流した｡その中で平内町漁業協同組合小湊支所で昨年11月に放流した532万個の月

が多量のP.ciliataの穿孔の為へい死していることが報告された｡過去のP.ciliataの穿孔による

被害例は虫体の成長した後の2年月に発生したが､幼月-の被害の発生は初めての例である為､その実

態の調査を行浸ったo

調 査 方 法

調査月日 昭和45年 5月18日

調査場所 平内町東滝沖の ln地点 (第3図参照)

調査項目とその方法

ホクテガイ･･･生月数､原因別-い死負数､P.ciliataの穿孔の被害変

殻長､放流時穀長､全重量

底 質 ･･･潜水による観察

水 深 ･･･問縄による

P.ciliataによる被害変は5段階に

分類し､その基準を第3表に示した｡ こ

こで着生数は成育虫数と初期侵蝕溝数を

加えた教である0

第 3表 被害匿の分類基準

被空ロ変 着 生 数 左穀の状態 穀外縁からの 侵

入 虫0 0
- -1 100以下

硬 レヽ 夜 し2 10

0-500 硬 い 浸 し3 500一一1,000 -

部もろいが形整っている 少 を い4 1,000
以上 外縁が くずれ全体がも

ろい 多 い殻外縁からの侵入は第4図を 参照
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第4表 ホクテガイの採集個体数と原因別へい死率

St 水 深(叫 坐 月 数(個/m2) へ い 死 月 数 (価/m2) へ い 死 率 (%) 平均被害変放流時 放流後 ポリドラ 計 放流時

放流後 ポリドラ1 15.0 (刃 (B)- (C)- (D)-

(0.1) ■■■■一 - - 4,2 - - 一-■ - -I (0.1) - - -
43 16.8 0 0 0 4.0 4.0 0 0 1

00 44 16.2 0 10.5 1.0 5.5 15.0 70 22 100

45 16.2 1 0 0 占 7 0 0 86 4

6 16.7 0 0 0 5 5 0 0 100
47 17.0 0 10.5 1.5 2.5

14.5 72 58 100 48 16.0 0.5 1.0 0.5 5.0 6.6 15 5 96

49 17.5 7.5
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0
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へい死率の

算出法 放流時 ;左穀の内面 横断面ノ

ヽヽIヽl一一∫′〇 〇〇 t＼諌 :;:

t･ヾ-軒 bS､I.-.II､:I-t∫一′ I.Ill.′∴正uEBO IA+ち+C+Dヽ放流後; C 1｡､

､‥_. D｣LJrポ1)ドラ ;｢㌃TI)A十C+Dヽ

A;外套膜､B:.外套膜外縁､0;据管P.cilia

taは1月に着生し始め､次第に着生数が増えるとともに大きく売

る｡一部の虫は左穀の外縁部より内面に泥管とともに侵入する○

(1月～ 2月)穀の

外面､内面に穿孔を受けた穀はもろく充▲り外縁部よりくずれ始める

o外面から穿孔したものの 1部は真珠層を破.り泥を侵入させ､外縁部から侵入したものは

外套膜と穀の接着部まで達し､ホクテガイの生理機能を阻害し始めるo

(3月頃)虫体の成長と穿孔に伴い､穀外縁部の崩壊が進み､外套膜

の一部は露出する｡穀全体がもろく夜.り､穿孔と泥の侵入がひ



調 査 結 果

ホクテガイの枠取採集した個体数と原因別-い死率を第4表に示 した｡-い死原因の判定は貝殻を観

察することによb次の基準で決めたo

放流時-い死月 ･･･放流後の成長が全く夜いもの､放流時に衰弱していた為と思われるo

放流後-い死月 ･･･放流後わずかに成長しているが､P.ciliataの着生 ､穿孔が原因で夜いものo

P.ciliataの着生､穿孔による-い死月 ･･｡多数の侵蝕溝や穿孔で穀に穴があいていた れ 殻の外

縁部が くずれていた.り穀全体が非常にもろく売っているものo

ホクテガイ幼貝のへい死状況

P.ciliataの着生､穿孔の状況から明らか夜ように､ホクテガイの-い死にはSt.I- 8とSt.

9､ 10の地域でその様子が異っていた｡St.1-8の地域では放流時-い死率は0% か ら72% の

範囲にあり､採集した全個体数から求めると44% と売るo しかし放流後 6ケ月を経過 しその間の泥に

よる埋没を考慮するとSt.4､ 7に示された70%前後にをると推定されるo P.ciliataの着生ヾ

穿孔によるへい死率は､この時期まで生残った月を対象に計算すると86% から100%の範囲で､平

均97% と非常に高かった｡一方St.9､ 10では-い死率は低 く､特UEP.ciliataの着生､穿孔

による被害が全 く貴いことが注目される｡

P.ciliataの着生､穿孔による被害の性状

採集した被害変のそれぞれ異るホクテガイを観察することにより次のことが推定された｡この度のホ

クテガイ幼見に発生したP.ciliataの着生､穿孔による-い死は､非常に多数の着生幼虫がまだ殻の

薄い放流後間も柔い幼貝に着生 し､侵蝕溝を掘 り､穿孔L殻をもろくすると共に､左穀外縁部から内側

に侵入し外套膜に直接接触したことによ.り､生理機能が阻害されたことによるものと思われる｡この状

況を第4図に模式的に表した｡

P.ciliataの着生､穿孔VCよる

へい死時期

St.1--8で採集したホクテガイ

(生民､-い死旦)の放流時穀長と穀

長の組成からへい死の起った時期は4

月頃と思われる｡このことば浅所沖の

放流月で調べられた着生虫の体節数組

成とともVC第5図に示したo

底質の観察結果

潜水による観察ではSt.1- 10の

底質は健または砂利の上に2- 5cnの

厚さで腐泥が堆積 している状態であっ

た｡表面の腐泥は最近運ばれて堆積し

たと思われる様子であったo
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考 察

放流時のへい死か ら生残ったホクテガイが P.ciliataの着生､穿孔で多大の被害を受けた原因とし

ては次のことが揚げられるo

① ホクテガイの放流が P.ciliataの着生期である1月2月以前に行夜われたことo

㊤ 着生の条件と浸る泥の堆積があ_りかつ放流時に-い死した月が大量にあった為､P.ciliataが成

育するための栄養条件が良かったと思われることo

③ 年々着生数量が増加する傾向にあわ､その絶対量が増えていると思われること○

④ 北海道産月自身が陸奥湾の環境やP.ciliataの穿孔に対する抵抗性が弱いと推定されることo

s･:t.1-8とSt.9､10の貝では着生数に大き夜違いがあったが､その理由として､St.9､

10の月が着生期後に放流された為と思われる.o

昭和44年 11月 15日～11月23日に浅所から安井崎にかけて放流された北海道月は 532万個で､

そのうちP.ciliataの着生､穿孔でへい死した貝は､それ以外の原因で死んだ三436万個(約 82%)

を差引いた約 96万個の約97% で､93万個と推定される｡現在生残っている約3万個の幼月も非常

に危険を状態にあるo

C ホ クテ ガイ 2生月に現われた p . ciliataの高密度着生､

穿孔 に よる成長阻害 について

は じ め に

後潟漁業協同組合では昭和 43年産稚貝を12月に 800万個､翌年 3月に400万個後潟地先に放

流したが､昭和45年 12月それらの2年月にP.ciliataの着生､穿孔による殻外縁部の崩壊を伴を

う被害が発生したことが報告された｡この今までに例の夜かった被害の実態とP.ciliataの成育環境

を知るため本調査を行売った｡充分底質の化学分析は青森県水産試験場把持当していただいたo ここに

深 く感謝を表す｡

調 査 方 法

調 査 月 日;昭和45年 12月4日

調 査 地 点 ;青森市後潟地先の9地点 (第6図参照)

試料の採集 ;ホ クテ ガイ ･･･桁網3分曳で採捕､曳網面積は443㌦

底 質 ･･･田村式採泥器で採取

調 査 項 目;ホ クテ ガ イ･･･殻長､障害輪穀長､全重量､軟体部重量

P.ciliata･･･着生数 (初期侵蝕溝を含む)の分類､穀崩壊の分類

着生数分類の基準 O:着生たし 1;着生がまばら 2;着生が密 3;着生が非常に高密
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穀崩壊分類の基準 o;崩壊が貴い 1;崩壊が 1部にある 2;崩壊がはげ しい

0 2 4 600m第

6図 調 査 地 点第 5表 ホクテガイの採集と測定結果および底質の分析
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Tt2

殻 崩壊巾 い契 殻O-崩壊後鼻生租 をtつ貝 再 生穀 のf

=s･,負第7図 P.ciliataの穿孔による穀崩壊の

状況と成長変の測定部位R｡ ;放流時の障害輪Rl ;昭44年秋形成の障害輪

R2;昭4 5 〝 〝 12PPs ;p.ciliataの昭44年着生群の着生帯〟戟坐再●●,

昭45年 ′調 査 結 果ホクテガイの採輔と測定結果および底質の分析結果を第5表に

示した｡放流密度は沿岸に近いSt.3､6が高く､成長は沖合にゆくほど良か った｡▲しかし-い死率は逆に沿岸ほど低い傾

向を示した｡一方底質関係では001)､強熱減量､全硫化物､ 125P以下の粒子の含有率のいずれの値

も沿岸ほど高い傾向を示したoP.ciliataの着生数は全ての調査点で非常に多く､その穿孔に

よって穀外縁部の崩壊を起こしている月がSt.6､ 8を甲心に高い頻変で採捕された｡高密変

の着生穿孔による穀の崩壊は昭和 45年着生群によるもので､その状況を第7図に示 した｡一変崩壊を起こした月の大部分は再

生穀をつくっていたが､その成長は崩穀の夜い個体とくらべ劣っていた｡また再生殻のできたいまま外套膜を

外部に露出している月も見られた｡穀外縁部の崩壊が成長にかよぼす影響をみるため､最初の障害輪

からP.ciliataの着生帯の外側(着生の終了した時期)までの長さと､そこから現在の穀の

先端までの長さ (第 7図のA､B)を比較すると第8図の結果を得た｡コントロールの性質をもつAは穀の崩

壊変によって変化はみられ充いが､Bは′J＼さく売り､崩壊の著 しい個体では平均9.3-

の成長の遅れを示した｡第8図甲AとBの測定個体数が異るのはP.ciliataの穿孔等によ_り障害輪が不

明瞭を個体を除いた為である｡次に穀崩壊の出現頻変と底質の関係をみると､Col)､強熱減量､12

5P･以下の粒子の含有率が高く売ると崩壊の頻匿が高まる傾向があった｡そこで底質の前述した 3つの値が′｣＼さいS

t.1､4の月と値が大きいSt.5､ 6､8､9の月について､P.ciliataの着生数

と穀崩壊の出現頻変を比較すると第6表の結果を得た○この表よ.りSt.



は′｣､さい0-万St.5､6､8､9では着生数はむしろ前者に劣るが穀崩壊の出現頻変が大きいこと

がわかるo このことから底質の3つの値が高い所では穀崩壊が起こ.りやすく､それはP.ciliataの着

生後の成長と密接を関係があると考え られる｡

SD

40

30

個20

体JO
O
敬tO
O

lOO0'+812 16202I O + 8 12 J6 20
】汁 2852成 長 Jt (仇叫 就 長 J

I(mrrL)第 8図 穀外縁部の

崩壊が成長にかよぼす影響第 6

表 St.1､4 N-7() St.5､6､8､9
､N-71考前述したP.cil

iataの着生穿孔と底質の粒子組成の関係の調査

結果では､着生､穿孔 し生育する為

の条件として125/上以下の

粒子の含有率が約 10% 以上であることが

明らかに売っている (第 1表､第 2図参照)｡ 今

回の調査からは､P.ciliataの成育の 着生数の分類 穀 崩 壊 の 分 類 穀 崩 壊

の 分 類0 1 2 計 O 1 2 計0 000 0 000
01 ll 00 ll 14 1

0 152 1.9 4 5 26 51 8 17 583 51 9 5

65 6 8 15 50計 81 15 6 100 51 18

52 100好条件と売る環境 として底質中のCOI)が約 8野/9以上､強熱減量が約4.5% 以上､

125/上以下の粒子の含有率が約 3∩% 以上であることが推定された○昭和 43年鑑以来これまで

行をわれて来たP.ciliataに関する調査で､その生活史､着生と成育環境および着生､穿孔による被害状

況が明らかにされて来た｡これらの事柄を総合して､地まきホクテガイから着生 ､穿孔の被害を防除する対策として

は P.ciliataの生活史と成育環境を考慮 した漁場管理が考えられる｡その時VC
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5 年 只第9図 P.ciliataの被害




